「ユニフォーム」ハロルド・デイヴィッド人物写真展
「ユニフォーム」ハロルド・デイヴィッドによる人物写真展は、オーストラリア在住のアメリカ人ファッション写真家であるハロルド・デイヴィッドによる日本で働く人々と彼らのユニフォーム姿の大型ポートレート写真展です。彼の写真が表わす社会地域とのかかわり、社会史、現代芸術、それらの相互作用は、皆様の興味をそそり、深い感銘を与えることでしょう。
２００８年と２００９年の日本滞在中に撮影されたデイヴィッドの楽しいカラーポートレート写真は、'働く人々’と彼らの　'ユニフォーム’　を称えています。デイヴィッドのユーモアと人を愛する心は、通常　'地味で目立たないもの’に価値を見出し、実用的で平凡なものに　'輝き'　をあたえるために、無味乾燥な報道写真とファッション写真の華やかさを正に巧妙に結合させています。

過去に、商業、編集、及び美術の３分野を組み合わせることに成功した国際的ファッション写真家の偉大な歴史があります。その中には、かなり過小評価されている英国人写真家ジョン・ディーキン（１９１２－１９７２）と高く評価されている米国人写真家リチャード・アヴェドン（１９２３－２００４）の存在があり、デイヴィッドはこの二人の流れを汲んでいると言えます。

デイヴィッドの「ユニフォーム」の作品において明らかなことは、撮影された人々に対する写真家の敬意、そして、その人々との相互信頼、気楽さ、友好が示されていることです。実に、これは至難の業なのです。慎重に検討され、念入りに表現された、こび・へつらい・見せ掛けなしのデイヴィッドの作品は、グローバル化した特異なユニフォームを通して、階級・性別・きらびやかさを探求しているのです。

この写真展は、ペンリス市制５０周年と日本の姉妹・友好都市関係を祝って、２００９年１１月にペンリス市において、最初に展示されました。２０１０年、石川県白山市の市民工房うるわしと静岡県藤枝市の藤枝市郷土博物館・文学館で展示されます。
ハロルド・デイヴィッド

アメリカ生まれで、ファッション及びポートレート部門ではオーストラリアを代表する写真家の一人。Instyle, Yen, Vogue Australia, Harpers Bazaar, Marie Claire, Sunday Magazine, Australian Financial Review, Summer Winter, Oyster, Grazia and  Russha　などオーストラリアの広範な主要雑誌に作品を掲載し、The Face (英), Elle (英), Man (蘭), B Magazine (英)を含む海外の編集者にも作品を提供しています。
デイヴィッドの写真作品は、正統派のファッション写真や政治的な写真記録の従来の役割りを打ち壊し、‘地味で目立たないもの’に価値を見出し、実用的で平凡なものに‘輝き’をあたえます。デイヴィッドの審美の民主主義は、常に客体と同じ目線の高さに立ち、グローバル化した世界のユニフォームを通して、階級・性別・経済的地位,そして美という事象を探求します。
彼の個展歴：

「サーフェイス」シドニー・フリンジ・フェスティバル
「テキサス・トレーラー・パーク」ラブヤレ・ギャラリー
「ラプチャー」ラブヤレ・ギャラリー
「ランウエイ」オーストラリア写真センター
「アザーズ」ニューサウスウェールズ州立美術館開催「アザーズ」写真展
「セントメリーズのトラックスーツ」ペンリス・リージョナルギャラリー/
ルワーズ記念館（シドニー）、白山市立松任博物館（石川県白山市）、

藤枝市郷土博物館（静岡県藤枝市）、キャリッジ・ワークス（シドニー）

「スティル」ペンリス・リージョナルギャラリー/ルワーズ記念館　　　

「ユニフォーム：ハロルド・デイヴィッドによる人物写真展」ペンリス

・リージョナルギャラリー/ ルワーズ記念館

